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1) K Marx， Grundrisse der. K〆itikder polil~schen Okmωmie， 1953， s.166.訳， (2)， 175ベー
ジ。なお， rそれ自体として考察されたとの単楠な流通 そしてそれはプルジョア社会の表聞
であって J (マルクスからエンゲノレスへの手紙， -1858年4月2日)参照。
2) 資本li，まず流通から，し掛もその出尭点とし℃の貨幣から生ずる。流通凶まし、りこむとと
もに，またそれから自分自身にかえる貨幣は 賢本の最初の概念であり，最初の現象形態であ






















3) 下流通形態論からはじめるとし、うことは， 本当は， 純粋資本主謹の想定と相容れない。」
















































W-GにひヮくりかえJ (i資本論研究」至誠堂版， 468ベ ジ)るべきだという
















































9) K. M町 X，Zur Kntik der politischenοkonomie， Marx-Enge1s Werke， Bd. 13， S. 215， 
国民文庫版， 185ペー ジ。
10) Gγ'undrisse， S.137.訳.(1). 144ベー ジ。
11) Kntik，~. 127，訳. 189ベシ。





















を意味する「流通形態 (Zirkul山 onsf世田)J (J(apital， 1， S. 153) をえがくわけ
がないのは，当然であると云うべきであろう。



































































17) K. Marx， Theoy'i帥 uberden ]曲h畑町t，3 Tei1， 1962， S.252旧マルエゾ全集!第13巷， 305
ベー ジ。
「貨幣の資本への転化」と宇野理論 (229) 59 
である。したがって，世界貨幣の前提条件は世界「商業J，I商業資本」等々の























ジ〕とある。ここで，第ーに G-W-G'か壮界貨幣を通してでなく， r貯蓄される貨幣J (マ
ルクスの「蓄蔵貨幣」のこと)を通して「展開」されていること，第二にこの「展開」がなんら
「弁罰法的」でな〈 貨幣が「官の噌殖jのために使用されれば与えられるものとしてとかれて



























































(梓直道資本主義の基礎構造と字野理論， r極開学雑誌」第45告館6号!昭和36年， 12ベ ジ)。
24) 宇野氏はz 段階論で云う資本主義の尭生期にかかわる「商人資本Jについては「原理 は商









































すなわち， 競争による商人資本の利潤率の均等化は， I実質的基準J (生産
過程をさす刊がないから r実現され」ず，そこで「資本」は， I流通過程外










































するJ<f原論』上 80ペー0;>)， (2) rこれらの資本による貨幣財産の蓄積は，
「貨幣の責本への転化」と宇野埋論 (235) 65 
-・旧社会が新なる社会に転化する過程に重要な役割壱演FるJ(同上). (3) I資
本は ー原始的蓄積の過程によって ー産業資本となるJ (同. 81ベージ). 
























































「貨幣の資本への転計じ」と宇野理論 (235) 65 
旧社会が新なる社会に転化1る過程に重要な役割壱演ずるJ(向上)， (3) r資
本はー -原始的蓄積の過程によってーー産業資本となるJ (同， 81ヘージ)， 




















































































化」の論理と歴史， r経済研究」昭和四年7月号， 222ベー ジ)
68 ("8) 第99巻鵠2号




















よそつぎのような論理の運びでなされている o (1) G W..p.，.W'-G'の事
実的導入， (2) 商品の生産のためには労働力も商品として購入吉れねばならず，
それゆえG-WはG-w〈立九ること， (3) 原蓄による労働力商品創造の再
確認， (4)労働力商品は再転売不能だから，生産過程 F への投入は必至であ
るとと， (5) W'はW よりもより多くの価値壱有することのすなわち， (1)で与
えた形式壱(2)以下で順次説明してゆく手順がとられている。以下，われわれも































段 Pmと共に労働力Aをも商品として購入しなければならな¥'0 資本は G-WをG-






















とである。だからそれはj ま行依然として流通過程の内部にとどまり j その最後において，生産
過程に踏みこんで分析せずる争えた工い地点に至るのである。J(種瀬茂「マルグス経済学」昭和41
年， 55へー ジ)
29) 労f動力商品をトりあげあことの真の意義 は棄て去られている，J(林前掲論文，15ペー ジ〉
「貨幣の資本への転化」と宇野理論 (241) 71 



















われわれは， 第ー に， 世界貨幣かち G-W-G'なる商人資本的形式壱論理
必然的にひき出そうという試みは，世界貨幣の基本的規定・機能から考えてと
うてい成立しがたく，世界貨幣範酵の前提条件をなす世界商業，商人資本の運
動の中に事実的に合主れている G-W-G'を世界貨幣そのものが「展開するJ
K錯覚ぎれたにす害ないと uらみたの第三に，上の三つの形式名々の定在その
ものの根拠づけ自体が全くありまいであり，しかも各形式聞の移行ないし「展
開」がなんら論理的にとかれていず，多くの混乱・欠陥がみられることをみ
四 (24~) 第四巻第2号
た叫。
かくして，宇野氏の「転化」理論は，一見きわめて論理的でしかも「弁証法
的」にみえるにかかわらr.立ち入って検討してみれば，多くの致命的な混乱
や欠陥がみられ，けっしてそれ自体マルクスの「転化」理論の「修正」に成功
していず町，それにとってかわりうるような理論ではない， と結論してよかろ
う。 (昭和41年10月8日)
30) ここで考察したことは単に宇野氏の「転化I論のみならずj 曲の宇野派的「転化」論にも基本
的lごは妥当する。
31) 宇野氏榊自身内貨幣の資本へ'"転化』の過程における. f1の展開の不十分なる点について」
は「実は 私自身も方法論的に種々なる疑問点をもっているのであっし明暗に笹えうるもの
をもっていなし、J (前掲論文 13ベー刊と特白されている。
